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院 ・中薬研究所 (中国)、南京大学 ・化学化工学
院 (中国)、カイロ大学 ・薬学部 (エジプト)、ソ
ウル大学 ・天然物科学研究所 (韓国)、回光大学
校 ・薬用資源研究センター (韓国)、東団大学校 ・
































回大会長 大浦彦吉)、平成 5年 (第10回大会






































































































































































授 1、客員助教授 2、研究員 1)が更新されて、さ
らに平成 16年7月から富山県の寄附部門が設置
















































































薬 。天然薬物の基礎 ・臨床研究に関する情報 ・知
識を集積、交換、発信すると共に国内および国際
的共有化を図り、併せて国内・国際共同研究を推
進する中核的拠点を形成する。
2)臨床部門の充実
昭和 54年附属病院に和漢診療部が設けられ、
漢方医学に基づいた診療が開始され、次いで平成
5年和漢診療学講座が国立大学として初めて設置
された。初代の寺澤捷年教授の活躍により医薬大
は漢方医学の一大拠点に成長する事が出来たが、
近年医学部のコアカリキュラムに 「和漢薬を概説
できる」との項目が入つたこと、さらには欧米を
含めて相補 ・代替医療の発展と呼応して、漢方教
育の出来る指導者不足が著しい。和漢薬研究所内
には漢方診断学部門 (寄附講座)が漢方コースを
開講し医師、薬剤師等の教育に長年携わつてきた
実績があり、将来的には常設部門とし教育 ・研
究 ・診療を行なう組織とすることが必要である。
12.終わりに
今日、和漢薬や漢方治療は社会的にはほぼ認知
されたと言つても過言ではない。しかしながら、
西洋医学と比べ、世間がまだ白い日で見ていた時
代に自らの信念で伝統医学を掘り起こし、発展さ
せ、研究所を創設していつた創生期の先生方には
畏敬の念を感じる。民族薬物資料館の設立、国交
が開けたばかりの中国人留学生の受け入れに対
しても、周りは大変、冷たかつた。しかし、今考
えて見れば、これらは有形、無形の研究所の財産
となつている。これこそが先見の明であり、後世
に残る偉業ではないかと考えている。和漢医薬学
総合研究所の新生を契機に研究所の教職員、学生
が、研究所の使命を良く理解し、後世においても
高く評価される業績を積み上げて欲しいもので
ある。
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